
■みんなでピアノ物語

■満月の夜の伝説（朗読と音楽）チケット販売

　ミヒャエル・エンデ原作の絵本に松岡貴史が作曲。
　朗読と音楽で綴る音楽物語が夢ホールから生まれます。

日　時　９月11日㈰　14:30開演　
場　所　文化会館　夢ホール
入場料　全席自由　前売り1,500円（当日2,000円）

うち500円は東日本大震災の義援金とします。
出演者　住友美代子（朗読）、板東久美（フルート）、

新田恭子（サクソフォン）、松岡貴史（ピアノ）
チケット　夢ホール、市民会館、情報文化センター、

平惣書店各店ほかで販売しています。
※無料託児室を開設します。ご希望の方は１週間前まで

に文化会館までお申し込みください。

■第９回夢ホールコンサート出演者募集
（12月11日開催予定）

応募資格　❶大学・短期大学の音楽科を卒業された方
　　　　　❷演奏活動を継続している団体（20歳以上）
演奏種目　器楽、室内楽、声楽
　　　　　※ピアノソロの募集はありません。
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
演奏方法　原則として音響楽器を使用しない自然音
演奏時間　15分程度
申込方法　出演申込書（文化会館備え付け）を提出して

ください。
参 加 費　１人1,000円
申込締切　9月1日㈭必着

　公募による出演者が「ニューヨークスタインウェイ」
のグランドピアノを演奏します。

日　時　８月21日㈰　 11:00開演
場　所　文化会館　夢ホール
入場料　無料　
※Ｂの部（大学音楽科卒業の方）を
　対象に来場の皆様に投票を行っていただきます。

あなんカルチャー

問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

伝
統
文
化
復
活
事
業
等

補
助
事
業
の
お
知
ら
せ

第
２
回 

夏
休
み
星
空
教
室

　

小
学
４
年
生
で
学
習
す
る
内
容
に
合
わ
せ

て
、
夏
の
大
三
角
の
探
し
方
と
解
説
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　
小
学
４
～
６
年
生　

参
加
料
金　
１
人
２
０
０
円
（
同
伴
の
保
護

者
は
無
料
）　

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

観
望
会

 

８
月
12
日
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
流
星
群
の

観
望
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈮　

午
後
８
時
～
10
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天
候
の

場
合
は
中
止
で
、
予
約
不
要
で
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

　

夏
休
み
中
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
、

昆
虫
や
植
物
、
星
、
化
石
な
ど
を
テ
ー
マ
に

科
学
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
植
物
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
６
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

▼
昆
虫
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
40
人

▼
野
鳥
観
察
コ
ー
ス

日
時　
８
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
4

時　参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

各
コ
ー
ス
の
参
加
方
法　
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
（
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
科
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

科
セ
ン
タ
ー

学

メールアドレス　science@ananscience.jp

　

市
内
に
所
在
す
る
伝
統
文
化
の
伝

承
活
動
や
復
活
へ
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
個
人
ま
た
は
団
体
が

行
う
事
業
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
近
代
以
前
か
ら
そ
の
地
域

に
伝
わ
る
伝
統
的
民
俗
芸
能
に
係
る

事
業
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま

す
。

対
象
事
業

１
．
民
俗
芸
能
に
係
る
道
具
類
の
購

入
ま
た
は
補
修
に
関
す
る
事
業

２
．
民
俗
芸
能
を
行
う
た
め
の
施
設

の
修
繕
事
業

３
．
地
域
の
伝
統
文
化
の
公
演
事
業

４
．
地
域
の
伝
統
文
化
の
保
存
に
係

る
資
料
作
製
事
業

５
．
民
俗
芸
能
の
伝
承
者
養
成
事
業

６
．
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
事

業補
助
要
件　
補
助
対
象
事
業
と
し
て

認
定
す
る
の
は
１
団
体
等
に
つ
き
１

事
業
で
す
。

補
助
金
額　
上
限
70
万
円（
１
団
体
）

補
助
対
象
期
限　
平
成
24
年
３
月
31

日
㈯

※
申
請
方
法
等
、
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
振
興
課
（
☎

22

−

１
７
９
８
）
へ
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那
賀
川
橋
か
ら
見
え
る
城
跡

　

今
、
戦
国
ブ
ー
ム
で
、
特
に
城
フ
ァ
ン
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　

筆
者
も
若
い
頃
か
ら
城
が
好
き
で
、
昭
和

三
十
五
年
頃
「
阿
波
の
城
」（
県
教
育
会
）、

同
四
十
二
年
「
日
本
城
郭
全
集
」（
人
物
往

来
社
）
等
城
に
つ
い
て
の
本
を
数
冊
書
い
て

い
る
。

　

今
ま
で
に
訪
れ
た
主
な
城
跡
は
、
会
津
城
、

仙
台
城
、
松
本
城
、
丸
岡
城
、
福
井
城
、
犬

山
城
、
名
古
屋
城
、
松
阪
城
、
安
土
城
、
郡

山
城
、
和
歌
山
城
、
岸
和
田
城
、
大
坂
城
、

篠
山
城
、
姫
路
城
、
赤
穂
城
、
岡
山
城
、
松

江
城
、
高た
か
は
し梁

城
、
萩
城
、
丸
亀
城
、
松
山
城
、

大
洲
城
、
宇
和
島
城
、
高
知
城
、
唐
津
城
、

熊
本
城
、
首
里
城
な
ど
で
、
三
回
以
上
訪
れ

た
城
も
い
く
つ
か
あ
る
。

　

那
賀
川
橋
南
詰
か
ら
四
周
の
城
跡
を
見
渡

し
た
。

　

以
下
、
眺
め
る
こ
と
の
出
来
る
城
跡
を
列

記
し
て
み
よ
う
。
城
、
塁
、
砦
す
べ
て
を
城

で
統
一
し
た
。

　

岩
脇
城　
羽
ノ
浦
岩
脇
山
上
。
所
在
地
は

特
定
で
き
な
い
。
城
主
は
三
枝
紀
伊
守
（
尾お

蘇そ

山
城
守
）
。

　

上
大
野
城　
上
大
野
町
城
山
。
平
山
城
。

城
主
は
仁
木
伊
賀
守
、
百
五
十
貫
。
別
の
資

料
に
よ
る
と
仁
木
伊
賀
守
は
中
大
野
城
主
で
、

上
大
野
城
主
は
仁
木
左
衛
門
と
あ
る
。
伊
賀

守
は
長
宗
我
部
軍
に
従
い
中
富
川
の
戦
い
に

加
わ
っ
た
。

　

中
大
野
城　
上
大
野
町
。
城
主
仁
木
左
衛

門
。
伊
賀
守
と
左
衛
門
は
同
族
。

　

西
方
城　
長
生
町
西
方
。
西
方
山
中
腹
に

あ
っ
た
平
山
城
。
山
上
か
ら
の
ま
た
遠
く
か

ら
の
眺
め
が
よ
い
。
城
主
東
条
紀
伊
守
。
紀

伊
守
の
甥
東
条
関
之
兵
衛
が
一
時
駐
屯
し
て

い
る
。
天
正
十
三
（
一
五
八
五
）
年
落
城
。

　

岡
城　
上
中
町
岡
。
岡
山
に
あ
っ
た
。
城

主
岡
甚
（
之
）
丞
。
湯
浅
氏
の
一
族
。
天
正

十
年
中
富
川
の
戦
い
で
討
死
。

　

本
庄
城　
長
生
町
本
庄
。
城
主
は
「
故
城

諸
将
記
」
に
は
「
本
庄
太
郎
兵
衛
、
百
貫
。

一
説
に
清
安
芸
守
が
」
と
あ
る
。
清
安
芸
守

は
清
原
高
国
の
こ
と
。
永
正
三
（
一
五
〇

六
）
年
、
備
中
国
足
守
の
人
で
本
庄
へ
来
て

竹た
か

原わ
ら

庄
を
領
し
た
と
あ
る
。
現
在
、
農
地
に

本
庄
城
跡
の
標
柱
が
あ
る
。

　

今
市
城　
宝
田
町
今
市
。
城
主
は
宇
奈
瀬

対
馬
守
、
百
五
十
貫
。
天
正
十
年
八
月
二
十

七
日
、
中
富
川
の
戦
い
で
討
死
。

　

井
関
谷
城　
宝
田
町
井
関
。
城
主
猪
防
五
郎

右
衛
門
で
桑
野
川
に
臨
み
、
裏
山
鍛
冶
ヶ
峰
に

砦
が
あ
っ
た
。

　

牛
岐
城　
富
岡
町
殿
町
城
山
。
観
応
二
（
一

三
五
一
）
年
、
紀
州
の
安
宅
備
後
権
守
頼
藤
が

竹
原
庄
を
預
か
っ
た
。
も
と
は
牛
牧
庄
と
言
い
、

高
野
山
真
光
御
門
跡
領
だ
っ
た
。
正
平
十
三

（
一
三
五
八
）
年
、
安
宅
氏
の
属
す
る
南
朝
方

が
敗
北
し
た
た
め
そ
の
後
、
埼
玉
県
新
戒
の
豪

族
新
開
氏
が
入
っ
て
き
た
。
新
開
遠
江
守
忠

之
・
道
善
が
有
名
で
あ
る
が
、
丈
六
寺
で
元
親

軍
に
殺
さ
れ
た
。
天
正
十
年
長
宗
我
部
元
親
に

占
領
さ
れ
、
元
禄
年
中
中
富
川
の
戦
い
で
敗
北
。

元
親
軍
は
土
佐
へ
走
っ
た
。
蜂
須
賀
氏
の
入
国

後
、
細
山
帯
刀
（
賀
島
主
水
正
）
が
牛
岐
（
富

岡
城
）
城
番
と
し
て
入
っ
た
。
寛
永
十
五
（
一

六
三
八
）
年
一
国
一
城
令
に
よ
っ
て
廃
城
と
な

っ
た
。	

（
終
）

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
65

　

小
学
４
年
生
で
学
習
す
る
内
容
に
合
わ
せ

て
、
夏
の
大
三
角
の
探
し
方
と
解
説
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
５
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　
小
学
４
～
６
年
生　

参
加
料
金　
１
人
２
０
０
円
（
同
伴
の
保
護

者
は
無
料
）　

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

 

８
月
12
日
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
流
星
群
の

観
望
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
12
日
㈮　

午
後
８
時
～
10
時

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学

セ
ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
悪
天
候
の

場
合
は
中
止
で
、
予
約
不
要
で
す
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

阿
南
ネ
イ
チ
ャ
ー
講
座

　

夏
休
み
中
、
小
学
３
年
生
以
上
を
対
象
に
、

昆
虫
や
植
物
、
星
、
化
石
な
ど
を
テ
ー
マ
に

科
学
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

▼
植
物
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
６
日
㈯　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
前
９
時
〜
正
午

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

▼
昆
虫
研
究
コ
ー
ス

日
時　
８
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
、
20
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
40
人

▼
野
鳥
観
察
コ
ー
ス

日
時　
８
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
〜
午
後
4

時　参
加
料　
５
０
０
円　

定
員　
30
人

各
コ
ー
ス
の
参
加
方
法　
所
定
の
申
し
込
み

用
紙
（
科
学
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
）
に
、
必

要
事
項
を
記
入
し
、
科
学
セ
ン
タ
ー
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

８
月
の
休
館
日　
１
日
㈪
、
８
日
㈪
、

15
日
㈪
、
22
日
㈪
、
29
日
㈪

岡山（上中町） 牛岐城趾（富岡町）

西方山（長生町）鍛冶ケ峰（宝田町）
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